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規格形エレベータの多様化

-サイリストロニックDB制御による高速化と意匠の一新-

WiderApplication ofOptionalSpecifications
inOurStandardized Elevator
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n 緒 言

エレベータの生産は昭和36年の規格形エレベータのヲ己完が

契機となって,飛躍的に叩大Lた｡この規格形は,量産化に

よリコストダウンが図られ需要を喚起する結果となっている｡

さらに近年,市街地の再開発などにより,ビルディングの高

層化が樟極的に進められ,エレベ【タの機鰍ま縦の交過機関

とLて,その重要性を増し,かつ高速化の要求が強まりつつ

ある｡また建星の利用方法,意悍の多様化および問係法令の

改訂などにより,幅広い機能と意匠を描j足する必一焚が生じて

きた｡

一九 建築業界においては年々労働力･如才が深刻となり､

プレハブ化などの省力化に力を入れているが,これに対処す

るため,エレベータも加納期体制を確立することが頻繁な課

題となりつつある0柑に据付丁-ji期間の触指は墟築工期の縮

小につながり･,その必獣性が岬している｡

/卜吼 以_卜のような巾場の安求にこたえるたれ モデルチ

ェンジを行なった｡

向 モデルチェンジの概要と新シリーズ

2.1モデルチェンジの概要

今回のモデルチェンジは規格形釆川(日立ビルエ】スA,

D形),住宅用(日立ビルエースR形)を対象として行なわれ

た0 その車点は図一に示すように,製品の性能,品質の改善

はもとより,エレベータ設備をよりすぐれたものとするため,

付加機能と意匠選択範囲の拡充および生産管理,鵬イ寸工阜の

改善による納期の短縮ならびに営業部門の強化など全分野に

*日立製作析水什1二場 **口立製作所U､‡師′花所 ***R_､ユニ馳作両日立】一二場

う度辺昭則* Aた加r/什r｡J｡花｡みp

大平 剛* 7もんp5ん/0｡/王Jγ｡

畠山敬信** 7七んα乃｡ムぴ〃｡7αんp〟√川上｡

松尾正裕***〃｡∫"ムg川上Vα′ざ〟｡

ついて改善を行ない,従米以上のサ〉-ビス向卜を図った｡モ

デルチェンジの安ノ∴=ま,

(1)サイリスタを一口い,適性輔還制御方式を導人した日立

独特のサイリストロニ､ソク･DB制御を確立し,乗りごこち

の叶ヒと高速化を図った｡さらに開閉ひん度の高いドア関係

を中心とLた仁三相惟の向上とかご,運転盤およぴインジケー

タなど意匠品の仝向的なイメーーシチュンジを行なった｡

(2)仕様ク〕多恍イヒに対処するため,特に乗りかこ加工叫壁

択範阿を大幅に広げ,拉ン給田な辿足音担㍉ニマッチするように

するととい二,今後の訂安屑を考慮Lて,オプションとLて

の選択仕様を叩Lた｡

(3)約別の加納をlヌlるたれ 営業･_′卜確かJ〕桝付丁-`1ナまで

の1モ附■】をトータルシステムとして見市した(､′さニミ･紫部門は終

柿資料ノ)允尖により,r-り附で‥･二確な仕様打ナナせを行なえる体

制を幣え､生耗管舛部門はフィードバック機能を備えた迅速

なげ摘之伝上呂システムを充り三し,砕汁ナ⊥-･打部P【】はWP工法を碓

二､ンニしたn

2･2 新ビルエースシリーズとその仕様

昭和45糾二改言+-されたJIS A4301により.税什,東川

エレベMタの拙準仕様として砧員を6,9,11,13,15,17,

20,24人来り,住宅用エレベータとして6,9人頻りが1占め

J〕れている.っ ニメ■Lをむ･とに,終メーカーは規格形乗川エレベ

ータとLて6～15八東り,規格形ti三宅川とLて6,9八乗り

を発ノこLている｡日立製作所においては,従水6,9,11八

乗リ45m/血in･60m/minを交流2段通便利御方式により,9,
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モ デ ル チ ェ ン ジ の ね ら

ネ ゴ シ エ
ー シ ョ ン

サ ー ビ ス 体 制 の 確 立
性 能, 品 質 の 向 上

1.オ プシ ョ ン に よ る

機能の 向 上

2.意匠の一新 と 組み

合せ に よ る 多様化

1.サイリストロニッタ･

ダイナミックブレーキ制御の確立

2.徹 底 し た 高 信

頼 度 設 計

図I モデルチェンジのねらい 市場のこ-ズからモデルチェンジのおもなねらいを決めた

Fig.t Direct旧n Of the ModelChange

表土 新ビルエースシリーズのおもな仕様

新ビルエースエレベータは高速化と形式制御意匠のシリーズ化を図った｡

Tablel Main Specifications of

New Standardized Elevator

種別

機種
定員 速度

ドア

形式
エレベータ形式

制御

方式

電動

機
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l
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l
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サ

イ
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ス

ト
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ツ
誘
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スター
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･側板意匠
鋼板ヒッタ
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タ プ

ン

♀9
ド

ア

ク

D

B

制
子郵

電

動

機

(柄8種)

および

塗装イ士上げ

105 AP-】】-CO105

13人

90 AP-13-CO90

105 AP■】3-CO105

15人
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規

格
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住
宅
用
工

レ

ベ

l

タ
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45 2片
校閲
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サオ
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2S
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45 R
-9-2S45

60 R -9 -2S60
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11,13,15人乗り90m/min,105m/minを直流ギヤ【ドエレベ

ータにて発売していた｡しかし最近,ビルの高層化やサービ

ス改善の必要性から,中小ビルおよび住宅用などにおいても,

定格速度60m/min以上のエレベータの需要が増加しつつある｡

このような高速化は設備費の増加を招くとともに,建築計画
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図Z 速度特性の比妻餃 従来の2段速度制御とサイリストロニック･DB

制御の速度特性の違いを示Lた｡停止ショックのない円滑な速度特性である｡

Fig.2Comparision of Cha｢acte｢istics of Speed

_L
階高の低い区間を運転するときに,必ずしも速度が有効

に生かされない場合がある｡このような問題に対し,新しく

開発したサイリストロニック･DB制御方式を45～105m/min

までの定格速度の規格形エレベータに適用したので,最小限

の設備費で高層ビル向けとしてのサービスの改善が実現でき
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3¢電源

1
制御回路

1
移将器 ←比較器←速度指令

速度ゼロ

検 出

位置信号

図3 サイリストロニック･DB制御方式ブロック図

サイリストロニック･DB制御方式の制動時の:7ロック図である｡

Fig･3 Block Djagram of Thyristronic DB ControISystem

る｡また乗用エレベータは運転効率の点より両開きドアが能

率的であるので,すべて両開きドアに統一-した｡一方住宅用

エレベータは,家具の運搬にかごスペースを有効に活用でき

るよう,従来同様の片開きドアとした｡形式は従来の規格形

乗用エレベータ,ビルエースA,D形をシリーズ化し,新制

御方式と新意匠とした機会にAP形とし,住宅用エレベータ,

ビルエースRは従来どおりR形とした｡表1は以上の新規格

形乗用,住宅用ビルエースエレベータシリーズのおもな仕様

を取りまとめたものである｡

田 サイリストロニッタ･DB制御方式

従来の交流2段通便利御方式は,図2に示すように,減

速点に達すると,回生制動によっていったん減速Lた後,テナ古

通運転の1/4の速度の低速走行を行ない｡停_lL′恥ニモると機

械的制動機(マグネットブレーキ)により停止する制御方式

である｡

一一般にエレベータの三哩想的東リごこちは台形の加減速伎特

性であり,実用機種においてもこの理想的な乗りごこちとす

るため,多くの発明と改善を重ねて,従来の交流2段通便利

御の加減速度特性はほぼそれを実現L,円滑な東リごこちを

得ていた｡また着床前の低速走行と負荷補侶装置の組子ナせに

より,精度の高し､着床を行なっていた｡

て｢衰度
＼＼Jm/min

条件＼
45 60 90 105

1

階

速
度
特
性

野

千
4帥/min

訂

80m/mj〔

きノ

73m/min

ぴ

73m/min

凍
蓮

転

2.7m)

l 暮 l i
～ 才 古 古

加
減
遠

度

特
性

下鴨 下g-___ 下-g▲▲ 下1g▲

2

楷
床･

蓬
転

5-4m)

速
度

特
性

P

l

45m/min
暮

f

J

†
80m/min

1
g

ひ

90m/mi【

g

ロ

105m/min

吉

加

滅
速

_
下1g 下g ‾下g 1㌫g

度
特･
性

注:1･平衡負荷上昇 3･γ:速攻(m/min) γ

2･吉二時間(s)
1秒

図4 サイリストロニック･DB制御エレベータ特性 サイリストロニック･

DB制御45､60､90､105m/min エレベータの速度と加減速度(乗心地)特性について

示した｡

Fig･4 characteristicofspeedof Thyristro=icDB Co=trOISystem
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図5 サイリストロ･ニック･DB制御着床特性 サイリストロニック･DB制御エレベータの着床

差右よび運転時間の経過により着床差の変化二状態で,すべて±10mm以内にはいっている｡

Fig.5 The Characteristic of LevelError of Thyrist｢0nic DB Cont｢oISystem

このような交i充2段速度制御エレベータの三拝長を生かし,

かつ低速走行区間をなく して直接着床を行なえば,停止時の

ショックの解消と迅速な運転が可能となる｡日立製作所はこ

の方式を実現するため,過去3年間の研究を重ね,実用的な

サイリストロニック･DB制御方式(特許山猿糾り を開発し

六二｡

3.1 制御方式の概要

本制御方式は主電動機としてかご形誘導電動機を用い,新

しく開発した電乞t的制動方式と高利得帰還制御プラ1℃を駆使L,

負荷に巻き響されぬ安定した乗りごこちと精度の高い着1末三け性

を芙,呪した｡図3はこの制御方式の原‡翠を示すブロック【ズ】であ

る｡かごまたはホ【ルの呼びにた仁じて,サrビスする脚長の減速 て㌦
r一別台点に干ると,モータに交流`-は拝を印加していた主開閉器を

しゃ断し,制動トルクを制御するサイリスタ回路を王軌作させ 転ふ

る｡この制動トルクの制御は,エレベータの逆転速度を検汁i

する速度発電機と,かごの位置に応じて連続的に発生する位

置信号に対応する速度指令とを比較して,サイリスタのゲー

ト制御を行ない,誘導電動機に享売れる制動電流を制御してエ

レベータのi戒速を制御する｡エレベ【タがi域適し,着J末位置

で速度がゼロとなると,速度ゼロ検亡i_1器が作動L,主回路を

断路し,同時に制動機の励磁を断って機械的保持力を与える｡

階高が定格速度に比べて低い場(㌢は中間速度を設定L良好な

乗りごこちとともに,安定性を得るよう速度制御方法を工夫

してある｡

3.2 サイリストロニッタ･DB制御の効果

図4はサイリストロニック･DB制御方式によるエレベ‾

タの乗りごこちを示したもので,加速特性は日立独特のノッ

22
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図6 サイリストロニック･DB制御用巻上機

ダイナミックブレーキ制々卸用とLて開発した高効率,イ氏騒音巻上機を示す｡

F岳g.6 New T｢action Machine for Thyristronic DB Cont｢oISys-

tem

チ制御(特許出願中),減速特性はダイナミックブレーキ制御

により,円滑な加減速度特性を有している｡特に注目すべき

点は前述したi成速特性で,停止ショックがほとんどなく,迅

速で良好な乗りごこちを得ることができ,直接弟床により,

従来の交流2段速度制御方式と比較して1階床2.7mの運転

で25%の運転時聞の短縮ができた｡着床特性は図5(a)に示す

ように,45～105m/minまで±5mm程度で安定し,ドリフト

は図5(b)に示すように5mmlこと下で,ドリフトを考慮しても
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図了 かご意匠 天井意匠と側板柄の組合せにより意匠の多様化を図った新

かご意匠を示す｡(左:スタンダード,右:デラックスルナー)｡
Fig･7 New Cage Design

±10mm以内の良好な着床特作を有Lている｡

機械も｢唱係では拍二流エレベータに比べてM【Gがなく,機

械三浦還を人帖に軽減することができた､｡また従来の交流2

J三弦ゴー射削り御方ノ(のエレベータに比べて,かご重昂の軽減とで㌣

わせて機械当り丈力は10%の低減を達成Lたしノ 図6はサイリス

トロニ､ソク･DB削御用巻上機を示したものである｡

田 乗りかご,操作器具および表示器具の新意匠と特長

4.1乗りかご意匠

かご削1は,拉も人目につく大井意レ子にユニ大を凝らL,ス

タンダ】ドタイプ1和実軋 デラックスタイプご3純粕を梢意L

た〔つかご側枇の意匠は表棚卸空の掛､鋼船ヒ､ソタを選調に,

単色から木目･抽象的と丁㌢計8柿類,これに牲装仕上げを介

わせ9帥頬とL､大ナト月糾Jとの組†㌻せをF′J山にL､意忙の多

様化ととい二高級化を行ない,従求の約3倍の柿顆の増加を

トズト〕た｡図7は代表的なかご意Ⅰ斥を示したものである｡また

表2はかご意匠の特長と用途例を,表3はかご形式と推奨化

粧枇納をホLたものである｡

4･2 運転盤とインジケータの意匠

かご点【丘にマッチし,かつ操作しやすい運転態として

(1)押Lボタンの文′j･:を大きくしてよりいっそう見やすくし

た｡図8-(a)はこの意匠(意悍登録出街中)を示したものであ

る｡また図8-(b)に示すように,インジケータも運転磐と同様

な考え方に基づき意匠の一新化を図った｡(意匠登録出願中)

(2)操作機能単作二にボタン類を線で同い,わかりやすくLた〔)

(3)かヾ】一両端にアクセントラインを設けた｡

(4)抑しボタンを角形とし,点灯時ボタンの同岡を点灯させ

るぎん新な二凱JtとLた｢ノ

表2 かご意匠の特長とおもな用途 スタンダード形およぴデラックス形のかごの特

長ならびに推奨ユーザーの概略内訳を示Lた｡

Table2 Cha｢acte｢istic and Recommendab■eUse of New Cage Design

形式

項目

スタンダード デラックススター テーラックスルナー

l

デラックスサンライト

天井照明

角形の照明器具を天 落ち着いた気品のあ 曲面を生かLたソフ 輝く豪華なふんい気

井に4個取り付1ナ,

シャープで明るいふ

んい気

るスポット照明

ネ ノ

卜な照明

側 板 レ 構 造

側板仕上 鋼板ヒッター(単色3種,木目4種,抽象柄l種),塗装仕上げ

目 地 落 L 目 地 構 造

推 奨

一般車務所 ホテル ホテル 高級オフィス

ア/(-ト レストラン レストラン 高級専門店

ユーザー その他 その他 高級オフィス

その他

ホテル

レストラン

その他

表3 かご形式と推奨化粧板色柄との組合

せ例

スタンダード形およぴデラックス形のかごに対する

側板柄の推奨組合せを表示した｡

Table 3 Co10｢S and Patterns ofLamina_
ted Sheet stee∫ Matchi=g Nevv

Cage Types

テラッ

クス

スター

テラッ

クス
サンライト

色柄名
かご形式 スタン

ダード

テラッ

クス

ルナー

アイボリー ◎ ○ ○ ○

ライトブラウン ○ ○ ○ ○

パールグリーン ○ ○ ○ ○

ライトブラウンオールナット ○ ○ ○ ○

ワシントンチェリlU ○ ○ ○ (⊃

ワシントンチェリーG ○ ◎ ○ C〕

タイタンオールナット ○ ◎

マチエール ○ ◎ ○

i主:･缶印代表的な組合せを示す｡
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図8 新ビルエースエレベータ用

運転盤およびインジケータ

アクセントラインと見やすい角形押Lボタ

ンとした新運転盤を示す｡

Rg･8 Newly t〕esig=ed Ope｢ati=g

Boad &lndicato｢

田 信頼性の向上

モデルチェンジにあたり,既納品 3,000台のフィールドデ

ータを基に,高信栢度設計を行なった｡たとえば,

(1)利用者に直接接するドア関係,運転磐関係の横器に対し

ては,ドア開一問機構,逆転盤押しボタンスイッチの改善を

行なった｡

(2)制御機器にはサイリストロニック･DB制御方式の確立

により,無接点化を大幅に導入すると同時に,メンテナン

スフリー化,フェイルセイブ化,ユニット化を図った｡

従来からイ散威して行なってきたイ三相度試験に加えて,以

上の改善を行ない,長期にわたり安定した性能を発揮でき

るようにした｡

田 仲加機能および意匠選択範囲の拡充ならびに納期の

短編

6.】付加1幾能および意匠選択範囲の拡充

規格形エレベータほ規格化することによr),安定した高品

質とスピーディな供給を第一一の目的としているが,近代ビル

ディングの機能と意匠にマッチする必要から,一定範囲の特

殊仕様を設けている｡ところで,前節にて述べたように,近

年の需要拡大により,エレベ叩タの意匠は高級マンンヨンか

ら中小事務所ビルに至る幅広い利用に応ずることができ,機
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能的にはサービスの向上を図る必要があるとともに共同ビル,

貸しビルなどの増加によるビル管理上の仕様が増加しつつあ

る｡このような多様化に応ずるため,従来の実績と今後の需

要動向を調査し,機能を付加するオプションとして選択仕様

を設け,実質件数で35%の増加を図った｡従来,特殊仕様と

して扱っていた仕様を広く標準化し,多種多様なユーザ‾の

希望とでナ理的な生産を望むメーカーの立場が両立できるよう

考慮､を払った｡

6.2 納期の短縮

受注から顧客引渡しまでの期間を,標準機種で従来の50%

とする体制を確立した｡これは受注情報をテレックス伝送し･

電算機処理により迅速に生産現場へ流すシステムを確立･した

ことと,基礎部品を組み合わせる製作方法,建築工程と製作

工程との同期化,新据付工事工法一WP(WorkingPlatform)

工法一の開発などによるものである0新らしいWP工法はゴ

ンドラコニ法の一種であるが,ゴンドラの代わりにエレベ‾タ

のかごわ〈 を補いるため,

(1)組込み,解体など重複,戻り作業がない0

(2)エレベ∬タそのものを用いるので安全である0

(3)作業者に対し安全と同時に疲労を伴わないので,迅速か

っ据付精度の高い効率的な工事ができる0

(4)設備がわずかですむ｡

などの長所があり,今後工事期間の短縮のために大いに普及

させたい工法である｡しかし,従来の足場工法とは工事順序

が若干異なるので,次の点そ建築施工者側に理解を求めたう

え,協力を要請しなければならない0 すなわち,

(1)乗り場出入口部分の取付けは,可動足場(かごわく)を

使用して行なうので,工事着工から10日程度経過後となる｡

このため,工事着工時期を乗り場壁仕上時期の10日前とあ

らかじめ計画する｡

(2)工事着工後まもなくエレベータを走行させるので,着工

時点に電源の設置が不可欠となる0

以上述べたWP工法を行なうことにより,従来の足場工法

に比較して据付工事日数は約50%の短縮ができる0工期の短

縮および工事品質の向ヒのために,本工法は大きな貢献をす

るものと考えられる｡

l由 結 凸

以上,モデルチェンジを行なった規格形エレベータ‾ビル

エースシリーズーの特長として,サイリストロニックDB制

御,意匠,信頼性,ネゴシエーションサービス体制および納期の

短縮について述べた｡今回のモテリレチェンジにより,規格形

エレベータの実用性をいっそう高めると同時に,意匠および

付属機能を拡充し,よりいっそう広範囲な需要層に満足いた

だけるものと考えている｡
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